
 

平成 24 年度大学職員情報化研究講習会 ～応用コース～ 

大学教育の質的転換を図るための 

ＩＣＴ活用の可能性と課題 
主催：公益社団法人私立大学情報教育協会 

http://www.juce.jp/kenshu/oyo2012/ 

本年8 月28 日、中央教育審議会は『新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生

涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～』と題する答申を出しました。ここでは、大学教

育に対する社会の厳しい評価を背景に、その質的転換を図るための検討課題として、質を伴った学

修時間の確保、課題解決型の能動的学習の導入、学修成果の把握、あるいは教員相互が連携し

た教育力の向上、全学的な教学マネジメントの確立などを提言しています。 

本研究講習会では、これらの課題解決に有効な手段である ICT に焦点を当て、その特性やトレン

ドを把握するとともに、これを応用して大学の諸課題を解決し、新たな価値を創出するための実践

的なアプローチについて理解を深めることを目指します。 

日時・会場 

平成２４年１２月１０日(月)午前９時３０分～午後５時 （受付：午前９時から） 

早稲田大学国際会議場（東京都新宿区西早稲田１－２０－１４） 

ＪＲ山手線／西武新宿線：高田馬場駅から徒歩 20 分、地下鉄東西線：早稲田駅から徒歩 10 分 

都営バス（学バス）高田馬場駅～西早稲田から徒歩 3分、都電荒川線：早稲田から徒歩 5分 

参加対象者 

私立大学・短期大学に所属する職員及び教員（当協会への加盟・非加盟は問いません） 

・ 「基礎講習コース」への参加経験は問いません。 

・ 所属部署は限定しません。 

・ テーマに興味・関心のある方で、自大学での課題解決のために情報収集を必要とする方を対

象とします。 

本研究講習会の開催内容に関連する当協会賛助会員企業の方 

募集定員 

１２０名（先着順） 

参加費 

本協会加盟校は 1 名につき 28,000 円、非加盟校は 1 名につき 56,000 円です。 

申込方法 

・ 各大学で参加希望をおとりまとめの上、12 月 5 日(水)までに本開催要項に添付の「参加申込書」に

ご記入いただき事務局宛に FAX 願います。FAX 番号は、03-3261-5473 です。 

・ 参加申込者についての必要事項は必ず全員分記入してください。 

・ 締切日を過ぎても定員に余裕があれば受け付けますので、どうぞお問い合わせ下さい。 

参加費の支払い 

・ 大学ごとに一括して、12 月 7 日(金)までに銀行振込によりお支払いください。 

＜振込先＞ りそな銀行 市ヶ谷支店 普通預金口座 ００５４４０９ 

名 義 人：私情協 （シジョウキョウ） 

※ お願い：振込名義に「oy24」の記号を追記願います。 

※ キャンセルの場合は 12月 7日(金)までにご連絡いただければ振り込み手数料を差し引いた参加

費を返金します。それ以降は、資料代等の実費を請求します。 



 

研修プログラム 

基調講演（９：４５～１０：３０） 
「大学教育の質的転換を目指して」 高祖敏明氏（学校法人上智学院理事長） 
高等教育のユニバーサル段階にあって、学士課程教育の質が強く問われています。大学は学生たちの

学習観の転換を図り、生涯にわたって主体的に学び続けようとする人材を育成するための有効な施策を
講じなければなりません。本講演では、中央教育審議会答申を踏まえ、将来予測が困難な時代における
大学の使命とは何かについて考察を展開します。 

テーマ別討議（１０：４５～１７：００） 

テーマ別の分科会に分かれ、午前は ICT を効果的に活用した学生支援や教育改善、あるいは情報基盤
の整備に取り組む実践例に学びます。午後からは各テーマに即して情報交換や意見交換を行います。 

参加者のみなさまには、現実の問題への探求的な討議を通じて各大学の課題解決に役立つ情報を得て
いただくとともに人的ネットワークの形成（つながりづくり）を目指します。 

第１分科会 ICT ツールを効果的に利用した組織的な学生支援を考える 

趣 旨 

学生の学習観、将来観、基礎学力が多様化する今、予測困難な時代を生き抜く基盤的な力
を学生に身につけさせるには、教職員それぞれが専門性、組織的対応力を発揮し、相互に連
携・協働する中で学生の学びを支援し、指導や助言の質を保証する戦略が問われている。 
本分科会では、学修ポートフォリオや学生カルテを利用して学生の学びや諸活動を把握・

分析・共有する実践例に学ぶ。そして、これら ICT ツールを活用して教職員が連携・協働し、
学生の成長を支援する取組を展開する上で解決すべき課題を考える。 

想 定 す る 事 例 社会人基礎力を育成する教育プログラムにおけるポートフォリオの活用法など 

討 議 テ ー マ 

１.学修ポートフォリオの教育的意義（学びの目標設定と進捗度の把握） 

２.学生カルテの具体化（教職員間で共有する情報とは何か？） 

３.教職員の連携と協働の促進、個人情報保護など運用面での課題 

対 象 部 署 教務、学生、就職、キャリア支援、情報システム 

第２分科会 大学教育の質的転換を図るための ICT 活用を考える 

趣 旨 

学生がみずから主体的に考える力を育成するため、教授法の抜本的改善が求められている。
例えば、対話型授業や協調学習、教室外の自学自習、科目間連携や学修成果の組織的検証な
どである。これを効率化、経済化する上で e ラーニングやソーシャルメディア（“Twitter”
や“Facebook”等）、モバイルツール（クリッカーやスマートホン等）への期待は大きい。 
本分科会では、まず、教育の質的転換を図ることを狙いとした新たな教授法やその動向に

ついて情報交換、意見交換等を行う。続いて、それぞれの ICT ツールが持つ教育的な有用性
を整理し、これらを導入・運用するにあたっての課題や教育の質的転換を支える職員の役割
について考える。 

想 定 す る 事 例 e ラーニングやソーシャルメディアなど ICT を利用して授業方法の改善を図る取組など 

討 議 テ ー マ 

１.学生を主体的な学び手に変革するための ICT 活用の動向 

２.e ラーニングやソーシャルメディアなど ICT ツールの特性（教育効果と運用面での課題）

３.ICT を活用した教育の質的転換を推進する際に求められる職員の役割 

対 象 部 署 教務、キャリア支援、情報システム 

第３分科会 教育研究の発展を支える新たな情報環境を考える 

趣 旨 

教育研究ニーズの多様化、コスト削減、災害対策、省エネルギー、セキュリティ……。こ
れら複合する諸課題に応えるために情報基盤の再構築に取り組む大学が増えている。例えば、
クラウドによってトータルコストを削減し、運用業務の効率化と利用者サービスの向上を追
求する取組。あるいは、サーバの仮想化によって各研究室に散在するサーバを集約し、研究
ニーズに迅速に応えるとともに重要な情報資産を守る取組。あるいは、無償のオープンソー
スを利用して教育の質的転換を促す学修管理システムを構築する取組などである。 
本分科会では、情報基盤構築の先駆事例に学び、厳しい財政状況の下で教育研究の発展を

支える情報環境とはどうあるべきか、その未来像を考える。そして、これからの情報システ
ム部門の職員に求められる役割や能力とは何かを探求する。 

想 定 す る 事 例 クラウドによってコスト削減と教育研究環境の向上に成功した大学の実践など 

討 議 テ ー マ 

１.情報環境の再構築（クラウドや仮想化、オープンソースなどを導入する意義と課題） 

２.情報資産の保護（サイバー攻撃への対応、情報漏洩対策、災害対策等） 

３.これからの情報システム部門の役割と求められる職員像 

対 象 部 署 情報システム、あるいは財務、管財、人事など 

討議テーマの希望調査 

・ 参加する分科会の中から討議希望のテーマをひとつ選択して下さい。討議進行上の参考とします。 

・ 希望者数の少ないテーマについては、討議時間を絞り込むなどの調整を行う場合があります。 


